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 第３回目の検討会レポートは、2013年2月20日、3月1日、3月21日に実施した検討会
活動をご報告致します。 
 
 第２回目では複数の製品構想案を描くため、ＮＦＳ変換結果とともに、顧客特性を
４Ｗ１Ｈ（Ｗｈｙ、Ｗｈｅｎ、Ｗｈｅｒｅ、Ｗｈｏ、Ｈｏｗ）の観点から情報整理し
ました。 
 今回は仮想カタログを用いて、複数の製品構想案を具体化していきます。 
 仮想カタログは、商品コンセプト、セールスポイント、ユーザーメリット、サポー
ト（メンテナンス 等）の特徴、オプション構成等の観点から、製品の企画内容を明確
化させていくことを目的としています。また、作成した仮想カタログを持ってプレ
マーケティングを行い、新たな視点から課題を抽出することも目的の一つとなります。
今回、災害・緊急医療分野に携わる方々にプレマーケティングを実施し、声を拾い、
新たな課題を抽出し、仮想カタログの練り上げへと繋げていきました。 
 
仮想カタログ作成、並びにプレマーケティングにおける重要なポイントは３点ありま
す。 
 

 次回は、日進医療器様にて試作品を披露し、ターゲットとなる方々に向けた提案発表
の実施となります。 
 最終回（第４回）検討会レポートの公開は４月上旬を予定しています。 
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 ＜１点目＞ 
「製品イメージを具体化して曖昧な点を 
あぶりだす」 
→対象とする災害・緊急医療機器モデル 
を具体的に仕様項目に落とすことで曖昧 
な点が把握でき、検討課題を見出し易く 
なる 
 
＜２点目＞ 
「複数の立場から考える」 
→災害・緊急時に製品を使用する方々は 
どんな立場（例；老若男女など）であっ 
たり、どんな状況でどのように使用する 
かによって必要な機能も変わってくる 
ため、各々の立場から考えることが重要 
となる 
  
＜３点目＞ 
「意図を持ったプレマーケティングを推進する」 
→災害・緊急医療分野で活動されている方々に対し、検討を重ねた製品の特徴にズレは
ないかを確認することは当然であるが、どの様なフィードバックを得たいのかといった
意図を予め明確にしておくことが重要であり、効果的な検証に繋げられる 
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仮想カタログ

 目的
• 企画内容を技術者自らが思考し、ブレない企画内容を練り上げる
• 顧客起点で発想し、潜在ニーズを探ることで、より高い商品価値を追求する

 検討手順

①企画不明確部分の
明確化

②技術者から見た仮説の
立案

③内部検証による仮説の
練り上げ

④フィールドでの仮説
検証
（ﾌﾟﾚﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ…
ﾕｰｻﾞｰへのﾋｱﾘﾝｸﾞ 等）

 フォーマットイメージ
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